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電気通信大学　平成19年度シラバス

授業科目名 中国語第一（再履）

英文授業科目名

開講年度 2007年度 開講年次 ２年次

開講学期 前学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 1

科目区分 総合文化科目-言語文化科目-

開講学科・専攻

情報通信工学科
情報工学科
電子工学科
量子・物質工学科
知能機械工学科
システム工学科
人間コミュニケーション学科

担当教官名 鷲巣　益美

居室 非常勤講師

公開E-Mail 授業関連Webページ

　 　

【主題および達成目標】

中国語の基礎を、ピンインおよ簡体字の読み書きから徹底的にやり直す。

【前もって履修しておくべき科目】

なし。

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

なし。

【教科書等】

教科書：『中国語へのアプローチ』（楊凱栄・張麗群著、朝日出版社）

参考書：授業中に指示する。

【授業内容とその進め方】

教科書の内容を徹底的に覚えることが第一の目標。語学の初歩は丸暗記と言っても過言ではない。音読を

中心に授業を進めるが、文法事項などの説明をしているときに疑問が生じたりわかりにくいことがあった

りしたら遠慮なく質問すること。教科書本文の和訳と練習問題は指名して答えてもらう。
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【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

1．二回目以降の授業は座席指定とする。

2．出席は毎回取る（座席表を見てチェックする）。全授業回数の三分の二以上出席してい　る者を評価の

対象とする。

3．授業中に指名した際、何の返事もない場合は出席を取り消すことがある。

4．遅刻を３回したら欠席１回に換算する。

5．定期試験を含め最低３回の試験を実施する。試験範囲と試験形式は、実施日の２週間前までに知らせ

る。3回の試験の平均点が60点以上であれば、「可」以上の評価を得ることができる。

【オフィスアワー：授業相談】

用事があったら月曜日の昼休みに非常勤講師室へ来てください。

【学生へのメッセージ】

単位がほしい人、中国語に興味があってやり直し人、事情は様々だと思います。何はともあれ「真面

目」に取り組んでもらいたいです。

【その他】

暇があったらNHKのテレビ中国語講座やラジオ中国語講座を覗いてみてください。パソコンで中国語に触

れてみたい方は個人的に申し出てください、相談にのります。


